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４
月
１
日
付
け
で
長
万
部
町
消
防
団

に
２
名
の
方
が
入
団
し
ま
し
た
。

消
防
本
部
２
階
で
行
わ
れ
た
辞
令
交
付

式
で
は
、
守
田
則
雄
団
長
か
ら
辞
令
書

を
受
け
取
り
、
消
防
団
員
と
し
て
ス

タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　
入
団
さ
れ
た
方
は
、
中
野
準
さ
ん
と

吉
野
寛
壱
で
す
。
共
に
長
万
部
分
団
に

所
属
さ
れ
、
消
防
団
員
総
数
は
１
４
７

名
と
な
り
ま
し
た
。

　
地
域
の
防
火
・
防
災
の
担
い
手
と
し

て
、
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　
消
防
団
入
団
に
つ
い
て
は
、
消
防
本

部
：
消
防
団
担
当
（
２

－

２
０
４
９
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　
５
月
11
日
、
恒
例
行
事
の
「
写
万
岳

山
開
き
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
す
っ
き
り
と
晴
れ
た
青
空
の
も
と
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
多
く
の
参
加

者
で
登
山
口
は
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
開
会
式
、
安
全
祈
願
祭
終
了
後
、
東

京
理
科
大
学
の
学
生
が
先
陣
を
切
っ
て

若
さ
全
開
で
登
山
道
を
駆
け
上
が
り
ま

し
た
。

　
頂
上
で
は
、
近
隣
の
山
々
や
噴
火
湾

の
眺
望
を
満
喫
し
、
下
山
後
は
ジ
ン
ギ

ス
カ
ン
で
空
腹
を
満
た
し
た
後
、
高

校
生
と
理
科
大
生
の
親
睦
を
深
め
る

ジ
ュ
ー
ス
早
飲
み
大
会
で
盛
り
上
が
る

な
ど
、
思
い
出
深
い
春
の
一
日
と
な
り

ま
し
た
。

　
平
成
31
年
２
月
18
日
に
逝
去
さ
れ
ま

し
た
、
元
長
万
部
町
消
防
団
副
団
長
の

（
故
）
横
手
雅
廣
氏
に
叙
勲
（
瑞
宝
単

光
章
）
が
発
令
さ
れ
、
５
月
13
日
に
木

幡
町
長
よ
り
ご
遺
族
に
伝
達
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

　
横
手
氏
は
昭
和
49
年
７
月
１
日
に
団

員
を
拝
命
以
来
、
44
年
の
永
き
に
わ
た

り
業
務
に
精
励
し
、
平
成
30
年
12
月
31

日
ま
で
副
団
長
と
し
て
消
防
活
動
に
尽

力
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
度

の
叙
勲
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

　
５
月
９
日
に
マ
リ
ア
幼
稚
園
、
14
日

に
さ
か
え
保
育
所
の
園
児
を
対
象
と
し

た
交
通
安
全
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
は
じ
め
に
、
幼
児
用
に
制
作
さ
れ
た

交
通
安
全
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
な
が
ら
横
断

歩
道
の
渡
り
方
な
ど
を
楽
し
く
、
わ
か

り
や
す
く
学
習
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
横
断
歩
道
に
て
実
地
練
習
。

左
右
を
よ
く
確
認
し
、
手
を
あ
げ
て
横

断
歩
道
を
渡
り
ま
し
た
。

　
小
さ
な
命
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
た

め
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な
さ
ん
も
常
に

安
全
運
転
を
心
が
け
、
み
ん
な
で
事
故

の
無
い
町
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

『
地
域
の
安
全
を
守
る
』

長
万
部
町
消
防
団
に
新
入
団
員

第
36
回
写
万
岳
山
開
き

（
故
）横
手
雅
廣 

氏
が

　
瑞
宝
単
光
章 

受
賞

幼
稚
園
・
保
育
所
交
通
安
全
教
室

「
頂
上
か
ら
の
絶
景
を
楽
し
む
」

「
小
さ
な
命
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
！
」
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特 集 Ⅰ

中野　　準　さん吉野　寛壱　さん

青空と、爽やかな風で絶好の登山日和でした。

（5/14さかえ保育所）左右をよく確認し、横断歩道を
渡る練習をしました。


